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基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 働く環境づくり

本町の産業を持続可能なものとするため、次のような環境整備が必要となっています。
・人手不足の深刻化に対応するための、多様な人材が活躍できる職場環境整備
・農業用施設、漁業用施設等のインフラの老朽化対策
・産業の高度化を進めるための通信網の整備

町内で事業を営む事業者の生産活動や物流等が円滑に行われ、効率的に事業を営むことができる、インフラの
整備・維持を目指します。
女性や高齢者、外国人等、誰もが働き続け多様性を発揮し、付加価値の高い仕事ができる、町内の事業所等の
職場環境の整備を目指します。

・南知多町で女性や高齢者、外国籍町民、障がい者等、誰もが個々の能力を発揮できるよう就労を応援します。
・子育てしながら仕事がしやすい環境など、事業所等のワークライフバランス（仕事と生活の調和）への理解を促
進するとともに、環境整備への取り組みが求職者に伝わるよう情報発信を支援します。
・役場が率先して子育てと仕事を両立できる職場環境の整備に取り組むことで、南知多町全体の職場環境改善
への機運を醸成します。
・技能実習生等の外国籍町民が地域にとけこみ、安心して働くことができるよう支援します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

職員福利厚生費 総務課
職員健康診断、産業医面接指導など職員の福利厚生に係る
事務事業を実施します 2,009 2,131 Ｂ  

4-01-
3

保育所一般管理
費

健康子育て
室

保育サービスの充実を図ります 150,017 128,392 Ａ 2-8
4-13-
3

放課後児童健全
育成事業費

健康子育て
室

放課後児童クラブの充実を図ります 8,628 11,556 Ａ 2-10
4-13-
5

労働環境対策事
業費

産業振興課
労働環境の改善支援、雇用の促進、勤労者の住宅難の緩和を
図るため、労働行政の円滑な運営に努めます 6,006 3,455 Ｂ  

4-07-
1

農業用施設維持
管理費

建設課
農道、水路、ため池など老朽化の著しい農業用施設の維持修
繕や農地の保全及び農業生産基盤整備を実施します 12,359 10,739 Ａ  

4-06-
2

漁港建設事業費
（公共）

建設課
漁港施設の長寿命化を図りつつ、大規模地震・津波に備えて、
災害に強い施設整備及び漁業従事者の労働環境改善を図る
ための施設整備を実施します

84,048 109,750 Ａ  
4-06-
9

商工業振興事業
費

産業振興課
町内３商工会に助成し育成強化に努めるとともに、県の中小企
業への融資制度に協調する等により、町内の中小企業の活性
化と振興を図ります

32,211 30,958 Ａ  
4-07-
12

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9582  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○技術の進歩についていくための学びを続ける（個人）。
○女性や高齢者、外国籍住民、障がい者など多様なひとが働くための、それぞれの環境に合わせた働き方や時
間帯を工夫する(事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①働く場所がない。働くには生活航路である観光船を使用しないと働けず、時間も決められ中々働きたくても働けないのが現状。（働くには、時間、お金、
人材が必要）。
②これくらい我慢すればいい、と職場環境の改善は後回しにされがち。IT導入、wi-fi設置など明確な目的に沿った補助金制度があればそれをきっかけに
改善が進むと思う。
③「南知多町人口ビジョン」では、子育てしながら働きやすい職場づくりに「取り組む必要を感じているが取り組めていない、取り組んでいない」と回答した
町内の事業所は7０％以上にもなる。例えば愛知県がすすめる「ファミリー・フレンドリー企業」に登録すると、社労士のコンサルを無料で受けられ、中小企
業融資制度の対象企業になれたり、金融機関から金利優遇され、自治体の入札でも優遇される。このような県の取り組みを利用して、町からも町内の事
業所へ登録を薦められないか。役場や商工会にポスターや冊子を置いてもらうなど周知を。
④廃校が増えるので、そういう場を利用して、地域貢献になる学びの場、憩いの場として、何かをしたい人に仕事の場を提供して、働く場を年齢幅広く募集
したり、その告知を町と連携して行ったり、何が学びたいかを募集したりして、お年寄りから子どもまでが集える憩いの場、そこで生まれる働き場があると、
みんなにとって良き循環が起こるのではないかと思う。
⑤いわゆる弱者以外の人は少ない。弱者の困り感を知る努力が必要で、町民に対しても、知ってもらう場を設ける。小さな事業者でも従業員や専従家族に
対する福利厚生の大切さを知ってもらい、働き易い職場を作ってもらう。長い目で見ればプラスになる方法を考えてもらう場を。
⑥官民問わず、働く環境について選ばれる理由に繋がる町内の事例を紹介してみてはどうか。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）
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